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ハ リケーン･ミ ッチ,中 央 アメリカを襲 う

98年10月 末 か ら11月 初 め に か け

19 て,中 央アメリカを襲ったハ リ
ケーン･ミ ッチは,雨 による洪水 と土

石流が被害をいっそうひどくしたため,

この地域 における20世 紀最悪の 自然災

害 となった。お もにホ ンジュラス とニ

カラグアで続出 した死者は1万 人以上,

行 方不明者 は数千人に及ぶ と見積 もら

れている。

驚 くべ きことであるか,ホ ンシュラ

ス に住む9万 人の会員,ま たニカラク

アに住 む2万8,000人 の 会員のうち,亡

くなったのは一人だけ と伝 えられてい

る。 しか しなが ら,災 害後間 もな く地

元の教会役 員により提出された緊急事

態現状報告によると,何 千人 もの会員

が被害に遭ったとのことである。

ホ ンジュラスでは,3,227人 の 会員が

避難 し,640人 の会員が負傷,あ るい

は病気 と報告 され,1413人 の会員の家

屋 か一時的 に居住不可,429人 の 会員

の家屋が完全 に居住不可,17の 教 会堂

が損傷 した。交通輸送の問題 と作物の

被害により,8ρ00人 近 い会員か,食 物,

衣類,医 薬品の援:助を必要 としている。
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八 リケーンによって引き起こされた洪水 に見舞われ たホンシュラスのラ リマ。

写真/サ ロモン シャーの厚意により掲載。

ニ カラグアでは,580犬 の 会員が避

難 し,40人 の会員が負傷,あ るいは病

気 と報告 され,122人 の 会員の家屋 が

一時的に居住不可
,27人 の会員の家屋

が完全に居住不

可,1つ の教会

堂が損 傷 した。

3,000人 近 い会員

が,食 物,衣 類,

医薬品の援助を

必要としている。

災害 の影響 は,

クアテマラ,ベ

リース,エ ルサ

ルバ ドルの会員

にも及んでいる。

お よそ4,500

曇 人 が教会の建物

に避難 し,安 全

ホンシュラスて 八 リケーンの被災者 に配布する ため

大豆 の袋 を荷 下ろ しする会員たち。

写真/サ ロモン ジャーの厚意により掲載。

を確保 し,指 導者か ら世話を受けてい

る,と 地域幹部七十人のサ ロモ ン･ジ

ャー長老 は報告 してい る。｢わ た した

ちは,こ の困難な時期 にわた したちを

見守 り,思 いやってくださる神 と教会

に対 し深い感謝 の念 を抱いてい ます。

わた したちは神権が働 き,援 助 を求め

る末 日聖徒 とほかの人々を見守 るのを
ま

目の当た りにしました。｣

教 会 は資金 と物資の両面でかな りの

援助を提供 した。資金は地元で物資を

調達す るために用 いられ,合 衆 国空軍

やその他の組織の援助によ り薬 品,衣

類,米,大 豆,粉 ミル ク,石 けん,ビ

ニールシー ト,毛 布,敷 きヘ ソ ドな ど

教会か ら寄付 された莫大なキロ数の緊

急物資が輸送 された。救援運動 の調整

は,地 元のステーク会長,監 督,支 部

長か行った。□
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ハ リケーン･ミ ッチ,中 央 アメ リカを襲 う

98年10月 末 か ら11月 初 め に か け

19 て,中 央 アメ リカを襲ったハ リ
ケー ン･ミ ソチは,雨 による洪水 と土

石流が被害 をいっそうひどくしたため,

この地域における20世 紀最悪の自然災

害 となった。お もにホ ンジュラス とニ

カラグアで続出 した死者 は1万 人以上,

行 方不明者 は数千人 に及ぶ と見積 もら

れている。

驚 くべ きことであるが,ホ ンジュラ

スに住む9万 人の会員,ま たニカラグ

アに住 む2万8,000人 の 会員のうち,亡

くなったのは一人だけと伝 えられてい

る。 しか しなか ら,災 害後間 もな く地

元の教会役員 により提出された緊急事

態現状報告によると,何 千人 もの会員

が被害に遭った とのことである。

ホ ンジュラスでは,3,227人 の 会員か

避難 し,640人 の 会員か負傷,あ るい

は病気 と報告され,1,413人 の会員の家

屋か一時的に居住不可,429人 の会 員

の家屋が完全 に居住不可,17の 教 会堂

が損傷 した。交通輸送の問題 と作物の

被害により,8,000人 近 い会員か,食 物,

衣類,医 薬品の援助 を必要 としている。
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八 リケー ンによって引き起こされた洪水 に見舞われ たホンシュラスのラ リマ。

写真/サ ロモン シャーの厚意により掲載。

ニ カラグアで は,580入 の会員が避

難 し,40人 の 会員が負傷,あ るいは病

気 と報告 され,122人 の 会員の家屋が

一時的 に居住不可
,27人 の会員の家屋

が完全 に居住不

可,1つ の教会

堂か損傷 した。

3,000人 近 い会員

か,食 物,衣 類,

医薬品の援助 を

必要 としている。

災 害の影響 は,

グ アテマラ,ベ

リーズ,エ ルサ

ルバ ドルの会員

にも及んでいる。

お よそ4,500

馨人 が教会の建物

棄に避難 し,安 全

を確保 し,指 導者か ら世話を受けてい

る,と 地域幹部七十人のサロモ ン･シ

ャー長老 は報告 している。｢わ たした

ちは,こ の困難 な時期 にわたしたちを

見守 り,思 いやって くだ さる神 と教会

に対 し深 い感謝の念 を抱 いています。

わたしたちは神権が働 き,援 助 を求め

る末 日聖徒 とほかの人々を見守 るのを
ま

目の当たりにしました。｣

教 会は資金 と物資の両面でかな りの

援助 を提供 した。資金 は地元で物資 を

調達するために用い られ,合 衆国空軍

やその他の組織 の援助 により薬品,衣

類,米,大 豆,粉 ミルク,石 けん,ビ

ニールシー ト,毛 布,敷 きペソ ドなど

教会か ら寄付 された莫大なキロ数の緊

急物資が輸送された。救援:運動の調整

は,地 元のステーク会長,監 督,支 部

長か行 った。□

ホンシュラスて 八 リケー ンの被災者 に配布 するため

大 豆の袋を荷下ろ しする会員たち。

写真/サ ロモン ジャーの厚意により掲載。
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御坊地方部御坊支部

竹村和寛

_謡 羅 一

解｢命じられることに
……道が備えられ｣

主の愛により,聖文が読める目を頂いて

た したちの家族は1994年 に,娘2

わ人 と息子1人 の5人 でバプテスマ
を受け ました。この教会 に入 る前は,

わ たしは違う信仰を持っていました。

この御坊 に引 っ越 して3日 くらい し

たあ る日,玄 関の方で｢コ ンニチハ｣

という声がしました。わたしは若い と

きに右 目を失明 し,左 目も白内障の手

術 を して まだ 日が茂か ったので,1人

が5人 にぶれて見 えるほどで した。 で

も外 国人だとい うのはよく分か りまし

た。彼 らは日曜 日に再び訪問す る約束

をして帰 りました。

日曜 日に一 日待 っていましたが彼 ら

は来 ませんでした。その後3日 ほどして

や って来 ました。｢ど うして 日曜 日に

来なかったの?｣と 聞 くと,彼 らはにこ

っと笑って｢ご めんなさい｣と ほんとう

にすまなそうに言いました。そのとき

わた しはなぜか心 に喜 びを感 じ,彼 ら

の話 を聞いてみたい と思ったのです。

わた しは目に障害 を持

ができません。それで妻に隣に座 って

もらい,彼 らと一節一節,1ペ ージす

つ読 んでいきました。宣教師たちは朝

で も昼で もわた したちのところに来て

くれました。

｢わ たしは行 って,主 か命 じられた

ことを行 います。主が命 じられること

には,そ れを成 し遂げ られ るように主

に よって道が備え られてお り,そ れで

な くては,主 は何の命令 も人の子 らに

下 され ないことを承知 しているか らで

す。｣(1ニ ー ファイ3.7)わ た しはこ

の言葉 を聞いた とき,も しかす るとわ

た しの 目はよくなるか もしれない,と

希望 を持 ちました。同時に,い つ も苦

労をかけ,今 もまた,自 分の時間 を犠

牲 に してわた しのために本を読んで く

れてい る妻 に改めて感謝 し,悔 い改め

なければいけない と思いました。

その夜,『 モルモ ン書 』を自分 の前

に置いて,自 分が犯 した罪を思い返 し,

またどうすればこの本 を読むことかで

･一… 轟 慰
ノ

麗
繋 。一 冊縄_
羅 監

～.

1年 間で,『 モルモン書』を11回,『 教義

と聖約』 を6回,『 旧約 聖書』 を1回,

『新約聖書』を6回 読むことができまし

た。わた しはこの教会が真 実であると

確信 しました。

ところがその とき,も う片方の 目が

突然見えな くなって きたのです。原 因
は くり

は網膜剥離で した。す ぐ医大病院へ行

き検査 を してもらうと,先 生 は｢目 の

中に炎症があって中の状態が分か らな

い｣と 説明し,そ の まま病室で待つ よ

うに と言 われ ました。待 っていると,

宣教師が来て｢兄 弟,祝 福 しま しょう｣

と言 って くれ ました。そ こで空 き部屋

を借 りて祝福 をお願い しました。

5分 ほどして先生が来て,｢竹 村 さん,

もう一度検 査 しましょう｣と 言 われ ま

した。 そ して検査 に入 ると,先 生が

｢あ っ,炎 症がなくなっている｣と 声 を

上 げられました。何 と炎症で見えなか

った目の奥がはっきり見 えるとい うの

です。

しか し,検 査が終 わると先生は小 さ

な声 で,｢竹 村 さん,す ぐ手術 をしなけ

れはな りません。で も成功 して も昼 と

夜が分かるくらいです よ｣と 言われ ま

した。わた しは真っ暗で何 も見えない

目か ら涙が流れそ うになるのを耐えま

した。外 には妻がいるのです。彼女の

肩 につかまって病室 に戻 りました。そ

の肩は震 えているような気が しました。

わた しは,｢大 丈夫だか ら,一 度家に帰

って,着 替えを持って来てほしい｣と

頼みました。

｢わたしは,あ なたを愛していますよ｣

やみ

わたしはその夜一人になって,闇 の

中にいる寂 しい 自分 に思いをはせ,い

ろいろなことを考えました。 どうして

こんなことになったのだろう,こ れか

らどうすればいいのだろ う。 どんなに

良い方向に考えて も,心 に｢絶 望｣と

いう文字が浮かんできました。
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込 んでいてどうなるというのでしょう。

そこには,日 ごろ妻を愛 していると言

い続けていながら,彼 女がいちばん苦

しいときに自分 にばか りかまけている

己の姿があ りま した。人は,存 在 しな

い過去 と未来にとらわれて,唯 一,存

在す る現在 を等閑に付 しがちです。そ

のときのわた しがまさにそうでした。

そ してわた しは,わ た しのなすべ き

こ と,自 分の ライフワークが,1日 延

ば しに延 ばされて手 も着け られないま

ま眼前にむな しく転が っているのを目

に しました。もう,ま ごまごしている

時聞な どはないのです。残 された時聞

が貴重 でいとしく思えてきて,何 かを

書 きたい,と いう意欲がわ き上がって
あかし

きました。 自分が生 きてきた証 を残 し

た くなったのです。

不思議 にも,そ れか ら急 に,不 安や

心配,恐 怖 といった ものがまった く消

えてしまい ました。さっぱ りした気分

にな り,鼻 歌でも歌いたい ような愉快

な気持ちさえ込み上げてきたのです。

家族の記録をまとめる

その とき,娘 を中心 として家族 の間

に交わされた手紙が1,000通 ほ ど手 もと

にあ りました。た またま娘が アメリカ

に留学 した り,伝 道に出た りしたので

手紙を書 く機会が多かったのです。

娘は,わ た したちを教会 に導いてく

れた宣教師のご両親のもとでホームス

テイしてい ました。当時,末 の息子 を

ハ ンガ リーに伝道に出 していたアメリ

カのお母 さんは,毎 日の ようにポス ト

の中に手 を入れてはおっ しゃったそ う

です,｢親 とい うものはみ んな同 じ思

いです。あなた も1週 間に1度 は必ず手

紙 を書 きなさい｣と 。娘が｢は い｣と

返事 をす ると,｢約 束す ると言いな さ

い｣と 言われて約束 させ られ ました。

それ以来,7年 間のや りとりが約1,000

通 ほ どになっていたのです。それを年

代順に並べて読み返 していると,末 日

聖徒 の家族の姿がよ く浮かび上 がって

きます。家族や親子の関係,教 育,宗

教,人 生における価値観 などといった,

いわゆる現代の 日本人の心の飢 えにこ

たえる内容が多数含 まれているのを発

見 したのです。 これらの記録は,わ た

しの家族 にとって最 も貴重 な宝,我 が

家の財産とも言 うべ きもので した。

教会ではよ く｢覚 えの書｣と か｢家

族の歴 史｣を まとめることが勧 められ

てい ます。わたしは,教 会 を知る以前

から,そ のことは とて も大事なことで

あると感 じてい ました。今 も子供部屋

に行 くと,小 学1年 の ときの絵 日記 か

ら遊び道具まですべ て傑存 してあ りま

･す。今,読 み返 してみ るととて もお も

しろ く,写 真のアルバムだけでは分か

らない心の成長の過程 を確かめること

ができます。日記は心のアルバムです。

また,手 紙のいい ところは,そ れをい

つで もどこでも好 きなときに繰 り返 し

読めるという点にあ ります。電話は確

かに手軽で便利 には違いないのですが,

数秒後 には消 えてな くなる運命にあ り

ます。消えて しまった ものは,そ れが

3日 前の夕食 のおかずであ って も思い

祈りの丘と唐傘松

出 しに くい ものです。記録

は時代 を超えてその ときを

何回 も再現 して くれ ます。

これ らの家族の記録 は,こ

の現世の 日々を永遠の もの

にして くれ ます。我が家 の

記録は我が家の聖典です。.

そ う考えたわたしは,翌

日か ら,こ の手紙や 日記 を

本にまとめる作業 に打ち込
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み ま し た 。

100パ ーセントの祈り

わた しの病気 のことを何 も知 らずに

当時イン ドを旅行 中だった息子 は,大

学院で専門の勉強をすべ く,そ のため

の準備をしていました。

わた したちは春休みに家族 そろって

息子 のいる奈良へ 出かけました。息子

に事情 を説明 し,大 学 院をあきらめさ

せ就職 を勧め るとい う作業は,わ た し

にとってつ らい仕事で した。子供のた

めな らすべての機会 を与 えたいと考え

ていたか らです。息子にとってもショ

ックは大 きく,た った数日で結論 を出

すのは とて も難 しいことで した。

奈良 に行 く途中で,熊 本ステー クの

祝福師である中村良昭兄弟 より神権 の

祝福 をしていただ きました。また,息

子 を説得 しての帰 り,娘 が伝 道 した神
いや

戸伝道部の松下部長 さんに癒 しの儀式

をしていただきました。驚いたことに,

この御二人の祝福の言葉 はまった く一

致 してい ました。 ともに｢癒 される｣

とおっしゃったのです。娘は とて も信

仰心が強 く,｢神 様が治 るとおっ しゃ

るのだか ら,絶 対 に治る｣と,そ れか

らはもう安心 とばか り,ぴ た りと心配

するの をやめ ました。毎 日が生爪 をは

ぐ思いで生 きていた妻は半信 半疑だっ

たかもしれません。それで も,自 然が

変わるように妻の心に も少 しずつ変化

が訪れて,主 は,忍 耐強 くゆった りと

それを待って くださいました。わた し

はといえば,も う二度 と,一 瞬た りと

も不安は訪れ ませんでした。｢人 間の意

志を超 えたもの｣に 対 して,た だ残 さ

れている ものは祈 りだけで した。わた

しは毎朝毎夕,近 くの｢祈 りの丘｣と

名付 けた小高い丘 に登 りました。唐傘

松 とい う天然記念物の老松が地上に触

れんばか りに枝 を垂 らしています。南

に九州山地が青い山脈 となって横 たわ

り,東 に高千穂の峰々,北 に祖母･阿

蘇の連山が見渡せ る眺めのいい所です。
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ルム を眺めていました。そ して｢癌 が

どこにあるのか分か らなくなっている｣

と言 うのです。

わた しはす ぐに車の中で待つ妻の と

ころに駆けつ けました。妻 は,涙 にあ

ふれて感謝の祈 りをささげました。 ま

ことに不思議 な経験で した。今,わ た

しは自分の体 を通 して奇跡 を実感する

ことがで きます。主 は何 と早 くこたえ

てくださったことで しょう。

この1年 の試練 は家族 を一段 と強め

て くれました。わたしはすべてを主に

ゆだねることがで きるようにな りまし

た。お母 さんはお父 さんのことをいっ

そう思 って くれる ようにな りま した。

娘の泉は信仰 を深め確信 を持てました。

息子の清明は 自立の精神を高めて くれ

ました。覚 えの悪 いわた しに主 は忍耐

強 く手 を取 るようにその道 を示 して く

ださいました。わたしたちの人生は神

より与 えられた ものであることを知る

とき,平 安 を覚え自分の価値を悟るの

です。 わた しは現在が,こ れまでの生

涯の中でいちばん充実 してい ること,

喜 びの 日々であることを知っています。

この本の出版はまた,世 の人 々に末

日聖徒の姿 を知ってもらうための もの

で もあ りま した。 この 本は教会外 の

方々にも大 きな関心を持たれています。

そ してそれ らの人々が一致 して,わ た

したちの家族愛,苦 しむ者に もたらさ

れ る平安について語 って くださるのを

聞くとき,ま さしくこの地上のすべて

の人々が,等 しく神の子であるとい う
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岡田 ご家族。後列左 から清 明兄弟,泉 姉妹,

前列左 から清武 兄弟,英 子姉妹。

ことを知 るこ とが できるのです。(お

かだ･き よたけ 日曜学校教師養成コ

ース教師･ス テーク人名抄出者)

ス誕伽
日本におけるステーク数が30に 到達

99年1月24日,沖 縄 那 覇 ス テ ー

19 ぎ の わ ん

クの分割 により宜野湾ステーク

が組織 され,日 本のステーク数が30に

達 した。 口本で最初 に誕生 したステー

クは,1970年3月15日 に組織 された東

京ステー ク(初 代ステーク会長:田 中

健治兄弟)で ある。次いで大阪ステー

クが1972年9月12日 に,横 浜 ステーク

が1974年10月27日 にそれぞれ組織され

た。ステー クの数が10を 超 え

たのは,東 京神殿が奉献 さ23欝 糞
22

れた1980年 の ことで,そ
20

の年 に8ス テークが組織

されている(神 戸,東 京16

東,札 幌西,高 崎,沖 縄

那覇,町 田,仙 台,名
　

古 屋 西 ス テ ー ク 〈組 一.7

織順〉)。翌1981年5

には新 たに4ス
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テーク 〈組織順〉),早 くもステーク数

は20に 達 した。･以後,緩 やかな成長を

続けてきたが,最 近のユニ ッ ト分割に
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より,ス テー クが増 え始 めている。な

お,こ れ まで にステーク会長 として召

された人の数は88人 に上る。□
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末日聖徒として,職 業を通じ社会とのかかわりの中で積極的に福音を活かしておられる方々に,

その生きざまを語っていただきました。

はく

画家

ア ラソ･ウ ェス ト兄弟

アラン･ウ ェス ト兄弟は1962年 生 まれ,

米国ワシン トンDC出 身。1982年 に伝

道で初めて日本の土を踏む。岡山伝道部,

お もに四国で働く。伝道中,丸 亀で富岡

鉄斎の絵に出会い,強 い印象を受ける。

帰還後,カ ーネギーメロン大学芸術学科

絵画科を卒業。その後筑波科学万博アメ

リ力館の通訳として再来日。1990年 か

ら東京芸術大学大学院日本画科 に入学,

加山又造氏に師事。米国スミソニアン美

術館,BYUミ ュージアムの個展をはじめ

各地で精力的に作品を発表 している。今

回,東 京･新 宿で個展を開催中のウェス ト

兄弟を訪ね,お 話をうかがった。(編集室)

凝 罪鞭野ン叢 ㍗

欝

響簾蕪 羅
右は松 竹 梅3部 作のうちの｢松｣。 この老松
び よつ ふ

の屏風は ウェスト兄弟と親交の深い能役者の

ために描かれた。能楽堂以外て能を舞う際に
カ がみ レ ノ

能舞台の味を出すための鏡板(能 舞台の背景に

張られる板 松を描く)代わりに用いられるとい

う。生者と死者の関係なとに見られる能の世界

観は 末日聖徒の世界観と大いに通するところ
み オ ま

かあり 能を見ていると御霊を感しることもあ

る とウェスト兄弟は語る。

なせ日本画を描くのですか。

日本画 ということとはあまり関係 が

ないですね。例えば空気や風の流れや

水の流れ を表現するには,油 絵具 とは

違った流れる絵の具が必要で した。流

れる ような画材ってほかにないです よ

ね。 日本に来て初 めてそうい うものが

ある と分かった ことがす ご く大 きいん

です よ。だから日本画へ のこだわ りと

いうよりも絵具へのこだわ りですね。

日本画的なモチー フだと言われるん

ですけど,わ た しの出身のワシン トン

DCに は桜がい っぱいある し,藤 の

花 も,竹 や松や梅 も全部あるんですよ。

こういう植物 を描 くか ら日本的だと言

われると,い や植物 には国境がないで

す よ,色 には国境が ないです よ,な ど

と言いた くな ります。

この力強い線はとうやって描くのですか。

かな り大 きな,2メ ー トル近 い筆 で

描 きます。毛 の部分 だけで も1メ ー ト

ルくらいあ ります。馬の尻尾の毛です

カ㍉ 筆1本 作 るの に30頭 分 くらい必要

だったそ うです。そ ういうものを使 っ

て描 くんですね。

失敗することもありますか。

いや,失 敗は許 されないです よ。パ

ネルも金属箔 もす ご:く高いです し,岩
くんしょタ

絵具 も本群青で,15グ ラムだけで3,000

円 もす るような一･。 ですか ら,失 敗
カ らオ

がない ように,よ く空振 りという,絵

の具の付 いていない筆 で描 く練習 をし

ます。オリンピックで流行のイメージ

トレーニ ンクもや ります し,ま た｢振

り付 け｣と い うこともします。それは

つ まり,足 はどこに置 く,手 はどうい

うふうに動かす,と ダ ンスのように動

きを決めて何度 も練習す るんです。で

っかい筆ですか ら,両 手で持 たなけれ

はならない。それで一気に描 いてい く

とき,｢あ,足 はどこに置けばいいで

すか｣と 一瞬迷った ら,ふ にゃふにゃ

ふにゃ と全然美 しい線ではな くな

ってしまうんですね。筆って,頭 の中

に雑念か入 っただけで も微妙 に,で も

非常 に鮮 明に出るんです よ。 でっかい

筆 とで っかい動 きです けれ ど,そ の

｢あ,｣と い う思いだけで も影響が出て

しまいます。だか ら描いているときは

常 に祈 っている気持ちで描 くんです。

それに実際,筆 を持って描いている時

間よ りも,ど うい うふ うに描 けはいい

か,ど うい うことを表現すればいいか,
めいそノ

という導きを求めて,瞑 想 し祈ってい

るような気持ちでいる時間の方が長い

んですよ。

10
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…

れで宣教師訓練セ ンターに入 ってフィ

ンラン ド語 をい っぱい勉 強 して8週 間

たちました。 ところが空港に向かおう

とす るところで止め られてこう言われ
き ょ う

たのです。｢ち ょう ど今 日,ロ シアへ

の伝道が始 まることにな りま した。最

初 の8人 の宣教師の1人 として行っても

らえますか?｣そ うして,ず っとモス

クワとか,レ ニングラー ドで,間 もな

く名称がサンク トペテルブルグに戻 っ

たんですけど,ま だ レニングラー ドの

ころか ら行 ったんですよ。だから信仰

を持 って備 えをすれば,後 々そういう

ことが生かせると強 く感 じますね。

わた しはワシン トンD℃.の 出身です

けれど,ワ シントン神殿の壁画 も末 日

聖徒でない人 に発注 したらしい,と い

ううわさがあったんです。事実でない

な らわたしが悪いんですけれど。もし,

ま ともに依頼で きる末 日聖徒 の作家が

いないか らそうしなければな らなかっ

たのなら,悲 しいことです。その こと

か らも強 く使命感 を持っていて,頑 張

らな くてはという気持ちがあ ります。
あかし

わたしが思 うに,強 い証 と深 い信仰

を持つ人な ら,ど んな絵 を描いて も,

福 音に基づいた良い霊 というか影響力

を持つ んです。神殿の絵や再臨の絵を､

描 かな くて も,そ れはちゃん と出るん

です よ。教会員 のために描 く絵な ら,

｢最 初の示現｣と いった絵 を描 くか も

しれません。 しか し自分の持っている

真理を一般の人たちのために表現する

ときに,あ ま り濃い宗教色が入ってい

ると拒絶 されることがあるんです。例

えば 『モルモン書』のベニヤ ミン王の

話 をオ ラ トリオに作 曲する人 もいれ

ば,｢歓 喜 の歌｣を 作 曲す る人 もいる。

それで 『モルモ ン書』 に関心のない人

たちだった ら,ど んなにす ばらしい音

楽であって も,残 念 なが らほん とうに

悲 しいけれ ど拒絶 され るのが今の現状

なんです。 しか し｢歓 喜の歌｣だ った

ら,受 け入れられてよ り良い影響力 を

持てるかもしれ ませんよね。
こんとん

例えば,無 秩序で混沌とした環境の

中にあって もわた したちは影響 されな

くてもいい,と いったメ ッセージは,

吹 き荒 らされるような世界 に静かに息

づ く植物たちを表現す ることで,説 教

的にではなく印象 として,伝 え られ る

のではないで しょうか。 ……だか ら,

展 覧会では毎 日必ず と言っていい くら

い,｢こ んなに力 強いエ ネルギ ッシュ

な作品なのに,不 思議 に,静 かな落ち

つきを感 じる……非常 に良い気持 ちに

な ります｣っ て言われるんですね。そ

んなときは,訴 えたいものが伝 わった

んだな,と 思って非常 にうれ しく思い

ます。そうい う形で教会のお役に立つ

のが今 の ところはいちば んいいので

す。で も,も しもそのうち教会のため

に描 くようにと召 しが来た とした ら,

それは喜んで受け入れたいですけれど。

人生の目的,昇 栄ということと絵を描 く

ことはどうかかわっていますか?

わた しが絵を描 くのは……わた した
たまもの

ちは生 まれて来たとき,幾 つかの賜物･

才能 を与えられ,い ろいろなことを期

待されています よね。 しか しそれを重

ん じなかった りばかに した りして,例

えばちゃんと才能があるのに,偉 くな

りたいか ら東大に無理ぞ して入るとか

……でも,も しかす るとその人 は世界

一の畳職人になるべ き人だったか もし

れないですよね。

わたしたちが与 えられる賜物,持 っ

ている可能性,主 に期待 されているこ

と……それにどれほど一致 した生活 を

するかも昇栄するために必要なことの

一つです。……結局,人 生は罪 を犯 さ

ないで無難に過 ごすだけで昇栄で きま

すか?そ うじゃないです よね。(笑)

現世 で積極 的にどうい う役割を果た し

たのか,果 たすべ きだったのかとい う

ことも関係す ると思 うんです よね。そ

れを探 るの も楽 じゃないです よ。だけ

どやっぱ り……みんなそれぞれに使命

があ りますから,考 えなければな りま

せん。

だか らわたしの場合は,ま あ絵 を描

謙鎌福齎

くことによっていろいろな……人間 と

して必要な経験,こ れから期待 される

ことなどを,少 しずつ分 かってこられ

た らいいかなと思います。結局,例 え

ば才能を与えられ医者 となるように期
いや

待 されていたとして……癒 しの賜物 と

か,み んなそれぞれ賜物 を与え られま

す よね……それ を生かそうと頑張 って

いる人と,医 者 というのがす ごく立派

な職業でた くさんの人に偉い と思 われ

るか らや ろう,と 思 う人 とでは,全 然

違 うで しょう?き っと仕事の姿勢 も

違 うし,結 果 も違 うと思いますね。そ

う考えると,最 後に裁かれるときには

どうなるんだろうと思い ます。それは

す ごく恐いです よ。だか らわた しは自

分の仕事 です ごく頑張 っていかなけれ

ば……。

もう一つには,様 々な職業があると

思い ます けど,い ろいろな形で人々と

接することに よって,死 後にまで影響

が残 ります よね。例えば学校の先生だ

ったら,子 供 たちを育てる手助けをし

て,そ して彼が亡 くなって も遺産がそ

の人たちに宿 り続けます。そ うい う意

味では絵 は,人 の精神 に影響 をもたら

す ものでもあ るし,人 間の寿命 よりは

断然長 く残 る分だけ,す ごい責任 を感

じます。なぜ なら自分の与えた影響 に

よって裁 かれ ますか らね。人 々に良い

こと,建 設的なことを与えたのか,そ

れ とも悪いことを……そう考 えると重

い責任 を感 じます。それこそ自分の表

現 にも責任取ってい くつ もりで描かな

い といけないです よね。だから末 日聖

徒 の絵描 きは少ないんだと思う,恐 い

か ら。(笑)

もう一つ,美 術界 というところで生

活 してい くのは,経 済 的な意味で もや

っぱ り恐 いです。いわゆるこの世的な

意味で成功す ることも……成功 したけ

ればこの世的な標準の絵 も描 かなけれ

ばな りませ んし,成 功す ることばか り

気 にしていると,あ まりいい仕事 もで

きない し,結 局,描 くべ き絵 を描 く一

心で努力するしかないです よね。□
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役割は40パ ーセン トだ って言 うわけで

す よ。後の40パ ーセン トは本人だって

言 うわけ。本 人の努力 なしでは,病 気

は冶 らない。 ところが40プ ラス40で 残

りが20パ ー セ ント残 るで しょ。 じゃあ

残 りは何かってい うと･･分 か りませ

ん。20パ ーセン トは,そ れ は神様の力

か もしれないって,そ れを大学の教授

が言ったんです よ。わた しは,そ れが

非常に心に残 りましてね。思い上がる

ん じゃないって。 自分か治 した と思っ

たって,自 分の力は4割 しかないんだっ

て。それはいつ も思ってた し,ま して

や心臓 医になった場合に,心 臓 が止 ま

った ときにはどうしようもない。 自分

が どんなに努力 したって,心 臓が動い

て くれなきゃどうにもな らない。 だか

ら,神 様の助けな しには…･。 しか し,

それだけに,ど んなにお祈 りしても助

からない人 もあ りました しね。それは

それな りに,そ の人の寿命か もしれな

い し,自 分 として も反省す ることもた

くさんあるだろうという悔 い改め,反

省 をしながら臨床 をやってきました。

現在の診療所を始められた理由はワ

神殿宣教師になるとい う時点で,帰

って来たら何 をするか,第2の 人生を考

えなきゃいけなかったわけです。わた

しの場合はあ くまで も,医 者 としての

能力 を発揮 して,教 会のお役 に立ちた

い。特 に日本 にはLDSホ ス ピタルが
カん

ないか ら,お 年寄 りや癌の患者さんな

どか,安 心 して療養できる場所を提供

したい。それはもう,第1の 目標でした。

具体的 にはいろいろ研究 しま したが,

結 局母の故郷 でもあるこの久木野村に

まず この診療所 をつ くりま した。それ

を中心 とする老人ホームやホス ピスを

そばにつ くるのが 目標だったんです。

ところか今度,教 会の人たちか 中心

になって,福 祉施設を作るとい う動 き

が出て きました。 これはまた,わ た し

には思いがけない ことが始 まったわけ

臨

欝難 驚
帖款 諮 一

ド 　　

麟瞳 漏 毒触 毒

鱒 讐鱒罐瀕錨為
峨r

です。長嶺 ワー ドの監督 さんは,社 会

福祉法人の保育園を持っているんです

ね。社会福祉法人 とい うのは営利企業

ではなく,ま った く利潤を追求 しない。

だか ら,福 祉施設を非常につ くりやす

い法人なんです。それで,彼 もかねが

ね教会員のために老人福祉施設 をつ く

りたいという考 えを持ってお られたわ

けですね。ところが,熊 本に建 てよう

か と思 った ら,熊 本 はもう行政上の枠

がいっぱいで建たない。 ところか久木

野村 にはまだ枠かある。それで経営 コ

ンサルタン ト会社 の役員をされている

兄弟 といろいろ相談 してい るうちに,

そ れ じゃあ,久 木野村に建て ようとい

うことになったのです。設計は,一 級

建築士をされている兄弟がい らっしゃ

って 一･い ろいろな条件がそろって き

たんですよ。

たまた まそれ と前後 して,久 木野村

の村 長さんは患者さんとしてち ょくち

ょく診療所 に来 られ るんですが,話 し

ていたら,｢先 生が久木野 に福祉施設を

つ くって くださるなら,とっても助かる｣

とおっしゃった。ですか ら村 として も

願ってもない話なんです よね。平成12

年 度の予算 で,来 年建築か始まるよう

に持 っていけると思いま㌃ 。

急転直下,医 療機関を中心 とした シ

オンを久木野 につ くりたい というわた

しの目標が,具 体化 しそ うで 。で も

これはほんとうのワンステップであっ

て,日 本各地に末 口聖徒 の ドクターが

た くさんい らっしゃるか ら,ま あ,モ

デルケース としてね,各 地にそうい う

ものがで きて くださった らいいなと思

っているんです よ。教会の根本理念は

自立ですか ら,特 に福祉 としては,自

立で きるようにしてあげることもとて

も大事だし,金 銭的な意味だけでな く,

奉仕 とい う意味で も,大 いに活躍 して

いただいた ら,そ れが伝道にもなる し,

資 金的にもいい という一石何鳥にもな

るん じゃないか と思 うんです よ。そ う

いう時代が来る と思います。

　難･讐 撫
鯉_ぺ 翠霧 馨雛･獄

麟 禰 麟 鑑山軸 淫蕪 写麟 轟 遜∴鋼 趣 一塁
戦撫 励 穏 嶋1:磐､。.。 。

冊 濡興

一般の医師と,末 日聖徒の医師とのいち

はん違う点はとこてしょうワ

それはもう,霊 の存在 を知っている

ということですよ。ほかの医者は,霊

の存在 を否定 します。だって,証 明 し

ようが ないんだ もの。あるいはせせ ら

笑 うか もしれ ませ んけ ども。霊の存在

を知 っているということが一つ。それ

か ら,命 も神様 のものであるっていう

こと。 これかわた しは,決 定的な違い

だ と思います。

霊の存在 というのを経験 したことが

一度あ るんです よ。 これは奇妙 な話な

んですけ ど,女 性の患者 さんが針か刺

さった って騒 ぐんです。刺 さった刺 さ

ったって言うか ら,ず うっと調べてい

ったら,針 が心臓 に来ている。流れて

きたわけね。そんなこともあるんです

よ。だか ら心臓 を開けて,そ れを取っ

てあげたんです。そ したら手術が終わ

って元気 になってか ら,｢わ た しは先

生たちが手術中に しゃべ ったことを全

部知っている｣っ てい うわけ。で,ど

ん なこと知ってるの?と 聞いた ら,

確 かにわた したちが手術中に しゃべ っ

た ことで,ほ かのところや彼女の 前で

は絶対話 していないことを全部知って

い る。それで麻酔の先生 に,｢あ んた

ね,患 者 さんにどんな麻酔かけたの?｣

って言 った ら今度 はその先生が怒っち

ゃってね,わ た しは完全 な麻酔 をかけ

たから,そ んなの聞 こえた りするはず

は絶対 ないって言 うわけです。不思議

だなあと思ったけ どね。今か ら20年 前

のことです。

ところがごく最近 ドイッの学術誌 に,

深 い麻酔がかけてあったにもかかわ ら

ず,会 話を聞いた り,実 際の場所 を見

ていたという人が40数 人いたってい う

報告が出てきた。 これは臨死体験 じゃ

な くて麻酔 中です。だけど,肉 体か ら

霊か離れれば,見 ることはできるのね。

20年 も前のことだけど,こ れは事実な

んです よ。だか ら霊の存在 ということ

を,わ た しは確信 していますね。
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